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　９月７日～ 21日にかけて、町内の
各小・中学校で運動会が行われました。
　東田布施小運動会の徒競走では、隊
の仲間や保護者の応援を受けながら、
子どもたちがゴールテープを目指して
全力で走っていました。
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平
成
25
年
度 

決
算
報
告

　

歳
入
決
算
額
は
、
57
億
９
２
５
５

万
６
２
１
５
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
億
４
７
２
８
万
７
６
２
９
円

（
２
・
６
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
に
つ
い
て
、
町
税
は
法
人

住
民
税
の
減
に
よ
り
３
５
６
６
万
円

（
▲
２
・
１
％
）
の
減
と
な
り
、
諸
収

入
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
収
入
が

あ
っ
た
田
布
施
町
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
伴
う
清
算
金
等
が
皆
減
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
５
４
２
７
万
円

（
▲
50
・
７
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
依
存
財
源
に
つ
い
て
、
町
債

が
１
億
５
２
４
０
万
円（
34
・
５
％
）、

国
庫
支
出
金
が
１
億
７
０
６
万

円
（
26
・
７
％
）、
県
支
出
金
が

１
５
１
４
万
円
（
３
・
８
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
町
債
は
繰
上
償
還
借

換
債
の
発
行
や
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
事
業
費
の
増
、
国
庫
支
出
金

57 億 9,255 万 6,215 円歳入

　

平
成
25
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町民１人当たりの町税
（納税額）

10 万 4,745 円
　（前年度比  1,232円減）

平成 26 年４月１日現在　
人口１万 5,950 人で計算

一  

般  

会  

計

問
企
画
財
政
課　

財
政
係　

☎
52
‐
５
８
０
３

▼

上
時
貞
遺
跡

　
（
田
布
施
中　

発
掘
体
験
）

は
、
国
の
経
済
対
策
に
係
る
地
域
の

元
気
臨
時
交
付
金
の
交
付
や
、
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
事
業
費
や
尾
津
漁

港
海
岸
保
全
事
業
費
の
増
に
よ
り
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
56
億
１
２
３
６

万
９
９
２
３
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
４
８
９
３
万
７
８
０
４
円

（
２
・
７
％
）の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
消
防
費
が
消
防
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
に
よ
り

１
億
４
３
１
７
万
円（
49
・
９
％
）の

増
、
公
債
費
が
繰
上
償
還
等
に
よ
り

１
億
１
０
７
３
万
円（
14
・
２
％
）の

増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
教
育

費
が
８
１
８
１
万
円（
▲
13
・
４
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

0.000000

93333.335938

186666.671875

280000.007813

373333.343750

466666.679688

町　税    16 億 7,068 万円（28.8％）

町　債      5 億 9,440 万円（10.3％）

地方消費税交付金 1 億 2,074 万円（2.1％）

地方交付税  

繰越金　  1 億 8,184 万円（3.1％）

県支出金  4 億 1,194 万円（7.1％）

国庫支出金   5 億     771 万円（8.8％）

諸収入 　　　5,279 万円（1.0％）
その他　　　  6,307 万円（1.1％）

その他　  　　5,042 万円（0.8％）
地方譲与税　  　5,962 万円（1.0％）

分担金・負担金　　 9,233 万円（1.6％）
使用料・手数料　      6,653 万円（1.1％）

依
存
財
源
（
63
・
３
％
）

自
主
財
源
（
36
・
７
％
）

町税

地方

国庫

町債

県支

　　　　　  19 億 2,049 万円（33.2％）

歳
入

歳
出

　

平
成
25
年
度
の
決
算
額
は
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
事
業
費
や
尾
津

漁
港
海
岸
保
全
事
業
費
、
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
費
の

増
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
町
債
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
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▲

防
火
水
槽 

新
設

　
　
　
　
　
　
（
石
の
口
）

区分 科　　目 25 年度 24 年度 増減率

自
主
財
源

町 税 167,068 170,634 ▲ 2.1%

繰 越 金 18,184 26,085 ▲ 30.3%

諸 収 入 5,279 10,706 ▲ 50.7%

分担金・負担金 9,233 8,700 6.1%

使用料・手数料 6,653 6,515 2.1%

そ の 他 6,307 780 708.6%

依
存
財
源

地 方 交 付 税 192,049 194,494 ▲ 1.3%

町 債 59,440 44,200 34.5%

国 庫 支 出 金 50,771 40,065 26.7%

県 支 出 金 41,194 39,680 3.8%

地方消費税交付金 12,074 12,178 ▲ 0.9%

地 方 譲 与 税 5,962 6,260 ▲ 4.8%

そ の 他 5,042 4,230 19.2%

計 579,256 564,527 2.6%

■歳入
科　　目 25 年度 24 年度 増減率

民 生 費 170,189 169,251 0.6%

公 債 費 89,258 78,185 14.2%

総 務 費 85,485 86,577 ▲ 1.3%

教 育 費 52,987 61,167 ▲13.4%

土 木 費 45,997 46,084 ▲ 0.2%

消 防 費 43,001 28,684 49.9%

衛 生 費 42,486 44,207 ▲ 3.9%

農林水産業費 18,853 16,013 17.7%

議 会 費 7,678 7,900 ▲ 2.8%

商 工 費 3,596 2,807 28.1%

災害復旧費 1,399 1,249 12.0%

労 働 費 303 318 ▲ 4.7%

諸 支 出 金 5 3,901 ▲99.9%

計 561,237 546,343 2.7％

■高齢者福祉	
介護予防・生活支援	 1,354 万円
■障害者支援		
障害者総合支援	 1 億 8,730 万円
重度心身障害者医療費助成	 6,885 万円
■子育て支援
児童手当	 2 億 5,001 万円
乳幼児医療費助成	 1,943 万円	
延長保育促進事業	 1,771 万円
児童クラブ運営	 1,494 万円
■環境・保健		
ワクチン予防接種補助	 3,296 万円	
浄化槽設置整備	 978 万円
■農林水産		
尾津漁港海岸保全	 7,654 万円	
農地・水・環境保全向上対策	 1,523 万円
■防災対策		
消防無線デジタル化整備	 1 億 4,538 万円
消防機庫（５分団）整備	 1,034 万円
消防積載車整備	 494 万円
防火水槽整備	 397 万円
■教育		
給食センター設備整備	 2,862 万円
埋蔵文化財発掘調査	 3,245 万円
■一部事務組合負担金		
光地区消防組合	 2 億 4,334 万円
熊南総合事務組合	 8,478 万円
周東環境衛生組合	 7,272 万円
■その他
行政情報化	 7,387 万円

56 億 1,236 万 9,923 円

■歳出 （単位：万円）

歳出

（単位：万円）

93333.335938

186666.671875

280000.007813

373333.343750

466666.679688

民生費   17 億　189 万円（30.3％）

教育費　 5 億 2,987 万円（9.4％）

公債費　 8 億 9,258 万円（15.9％）

総務費　 8 億 5,485 万円（15.2％）

消防費　 4 億 3,001 万円（7.7％）

土木費　 4 億 5,997 万円（8.2％）

衛生費　 4 億 2,486 万円（7.6％）

その他　 3 億 1,834 万円（5.7％）

※「その他」の内訳
農林水産業費 1 億 8,853 万円（3.4％）
議会費 7,678 万円（1.4％）
商工費 3,596 万円（0.6％）
災害復旧費 1,399 万円（0.2％）
労働費 303 万円（0.1％）
諸支出金 5万円（0.0％）

民生

公債

総務

教育

土木

衛生
その他

消防

決算額の対前年度比較

一般会計の主な事業（事業名および事業費）
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区　　分 決　算　額（構成比）
対前年度

増減率

人 件 費 10億5,426万円（18.8%） ▲ 4.1%

繰 出 金 　8億9,447万円（15.9%） 1.5%

公 債 費 　8億9,258万円（15.9%） 14.2%

扶 助 費 　8億7,273万円（15.5%） 1.1%

補 助 費 等 　7億　552万円（12.6%） ▲ 0.7%

物 件 費 　5億8,756万円（10.5%） 7.7%

投 資 的 経 費 　4億6,128万円（8.2%） 9.4%

積 立 金 　　9,735万円（1.7%） ▲ 11.5%

維 持 補 修 費 　　　3,652万円（0.7%） 0.0%

投資・出資・貸付金 　　　1,010万円（0.2%） ▲ 29.1%

合 計 56億1,237万円（100.0%） 2.7%

歳出の性質別による内訳（一般会計）

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 20億9,147万円 20億4,771万円

下 水 道 事 業 7億2,753万円 7億2,676万円

介 護 保 険 13億1,721万円 13億　   98万円

後期高齢者医療 2億1,342万円 2億1,337万円

　歳出を性質別にみますと、物件費が、埋蔵文化
財発掘調査費の増のため増額となりました。投資
的経費は、尾津漁港海岸保全事業費の増のため増
額となりました。公債費は、利率見直しに伴う借
換のための繰上償還の実施により、増額となりま
した。また、人件費については、国家公務員に準
じた給与削減措置や団塊世代の大量退職に伴う職
員の平均年齢の低下等により、減額となりました。

財
政
健
全
化
比
率

特別会計決算

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金

会　計　名 繰　入　額

国 民 健 康 保 険 1億3,914万円

下 水 道 事 業 3億　 650万円

介 護 保 険 2億2,050万円

後期高齢者医療 6,214万円

一般会計から特別会計への繰入金
総額 7 億 2,828 万円

　特別会計歳入決算額のうち一般会計からの繰
入金は、総額７億2,828万円となりました。
　各会計の繰入額は、下表のとおりです。

※下水道事業会計以外の特別会計において、歳入、歳出が
前年度に比べて増となりました。

24 年度　0.439
23 年度　0.458

24 年度　93.4%
23 年度　90.5%

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
比
率
は
、
一
般
会
計
等
に
つ
い
て
は
４
つ
の
指
標
、

上
下
水
道
等
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
「
資
金
不
足
比
率
」
に
よ
っ

て
財
政
の
健
全
度
を
は
か
る
も
の
で
、
今
年
度
も
、
田
布
施
町
と
公

営
企
業
に
係
る
比
率
す
べ
て
で
基
準
を
下
回
る（
該
当
な
し
を
含
む
）

と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
昨
年

度
よ
り
も
比
率
は
低
下
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
比
率
の
改
善
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

財政力指数

0.443

標準的な財政運営を行うた
めに必要とされる一般財源
額に対して、実際に地方税
等の収入額がどの程度ある
かを示します。1.0 を下回っ
た場合は普通交付税が交付
され、この指数が低いほど
地方税の収入能力は低く、
交付税への依存度が高いと
いえます。

経常収支比率

97.0％

地方税や交付税など毎年収
入が見込まれるような一般
財源を、人件費、扶助費、
公債費など毎年支出される
ような経費にどの程度使わ
れたかを表します。この数
値が高いと自由に使えるお
金が少ないこととなり、財
政構造の硬直化が進んでい
るとされます。
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基　金　名 25 年度末

財 政 基 金 7億5,374万円

減 債 基 金 2,613万円

公 共 施 設 整 備 基 金 2億7,542万円

土 地 開 発 基 金 2億3,822万円

そ の 他 基 金 1億6,228万円

　 合 計 　 14億5,579万円

会　計　名 25 年度末

一 般 会 計 69億4,426万円

特 別 会 計（ 下 水 道 事 業 ） 52億    871万円

　 合 計 　 121億5,297万円

8

10

12

14

16

25 年度24 年度23 年度22 年度21 年度

億円

11億 1,472 万円

12 億 4,568 万円

13 億 8,682 万円

8億 7,802 万円

14 億 5,579 万円

120

125

130

25 年度24 年度23 年度22 年度21 年度

億円

126 億 9,489 万円

124 億 1,914 万円

121 億 5,297 万円

129 億 4,949 万円

127 億 8,326 万円

基　金町　債

　町民１人当たりの
　　　　　　　町債残高

76 万 1,942 円
　　　（前年度比  9,385円減）

　町民１人当たりの
　　　　　　　基金残高

9 万 1,272 円
　　　（前年度比  5,139円増）

※平成 26 年４月１日現在　田布施町人口１万 5,950 人で計算（住民基本台帳）

基金合計額の推移町債合計額の推移

24 年度　数値なし
23 年度　数値なし

実質赤字比率

ともに数値なし（黒字）

実質赤字比率は、一般会
計等の赤字額が自由に使
える一般財源の額等に占
める割合
【早期健全化基準 15％】

連結実質赤字比率

連結実質赤字比率は、す
べての会計の赤字額が自
由に使える一般財源の額
等に占める割合
【早期健全化基準 20％】

24 年度　15.1％
23 年度　16.0％

実質公債費比率

14.4％

その年度の公債費や関連
団体の債務返済額等が自
由に使える一般財源の額
等に占める割合
【早期健全化基準 25％】

24 年度　131.9％
23 年度　139.0％

将来負担比率

118.2％

すべての会計、関連団体
を含めた債務残高が自由
に使える一般財源の額等
に占める割合

【早期健全化基準 350％】

資金不足比率

数値なし（黒字）

公営企業（田布施町公共
下水道事業、田布施・平
生水道企業団、柳井地域
広域水道企業団、熊南総
合事務組合（馬島・佐合
島航路事業））の運営資金
の不足額（赤字等）が事業
規模に占める割合
【経営健全化基準 20％】

財 政 健 全 化 判 断 比 率

24 年度　数値なし
23 年度　数値なし

※体育施設整備事業に充てるため公共施設整備基金を取り崩しま
したが、財政基金の積み立て等により、基金残高は昨年度よ
りも増額となりました。

※定期償還の進展等により、一般会計（▲ 1 億 7,464 万円）、下水
道事業特別会計（▲ 9,153 万円）ともに前年度よりも減額となり
ました。
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１
．
応
募
資
格

　

プ
ロ
、
ア
マ
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま

す
。
た
だ
し
、
町
内
在
住
も
し
く
は

町
内
在
勤
・
在
学
の
人
に
限
り
ま
す
。

２
．
募
集
条
件

『
ロ
ゴ
マ
ー
ク
』

・
町
制
60
周
年
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ

う
な
「
60
」
や
「
田
布
施
町
」
な

ど
の
文
字
を
使
用
す
る
な
ど
、
親

し
み
や
す
く
愛
着
の
あ
る
明
る
い

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
色
数
は
自
由
で
す
。

『
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
』

・
20
字
以
内
で
田
布
施
町
の
思
い
、

未
来
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
表
現
す

る
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ロゴマーク・キャッチコピーを

　　　　　　　　　　募集します

町制60周年記念

３
．
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
水
）～
11
月
７
日（
金
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
お
よ
び
持
参
の
場
合
は

締
切
当
日
、
郵
送
の
場
合
は
締
切

当
日
消
印
分
ま
で
と
し
ま
す
。

４
．
賞
品

・
最
優
秀
作
品　

１
点

　

町
内
加
盟
店
舗
で
使
え
る
商
工
会

商
品
券
１
万
円
分

・
優
秀
作
品　

２
点

　

町
内
加
盟
店
舗
で
使
え
る
商
工
会

商
品
券
３
千
円
分

※
未
成
年
の
人
が
入
賞
と
な
っ
た
場

合
、
商
品
の
受
け
取
り
に
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

５
．
応
募
方
法

　

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
送

付
し
て
い
た
だ
く
か
、
企
画
財
政
課

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

企
画
財
政
課
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
応
募
用
紙
ま
た

は
任
意
様
式（
縦
横
15
㎝
の
枠
）の
も

の
で
作
成
し
、別
添
し
て
く
だ
さ
い
。

デ
ー
タ
の
場
合
は
作
品
の
フ
ァ
イ
ル

形
式
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と

し
、サ
イ
ズ
は
３
Ｍ
Ｂ
以
内
と
し
ま
す
。

６
．
審
査
お
よ
び
結
果
発
表

　

応
募
作
品
は
、
田
布
施
町
町
制
60

周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
選
定
委
員
会
で
審
査
し
、
平

成
26
年
11
月
末
ま
で
に
採
用
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

　

審
査
結
果
は
、
受
賞
さ
れ
た
ご
本

人
に
通
知
し
た
後
、
町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
ま
す
。

７
．
注
意
事
項

・
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
ロ
ゴ
マ
ー

ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
１
作
品
と

し
、
１
人
１
作
品
の
応
募
と
し
ま

す
。

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
応
募
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

・
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
採
用
作
品
が
他
著
作
権
な
ど
を
侵

害
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
採

用
を
取
り
消
し
ま
す
。
ま
た
、
進

呈
し
た
賞
品
は
返
却
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど

の
一
切
の
権
利
は
、
田
布
施
町
に

帰
属
し
ま
す
。

・
応
募
に
係
る
費
用
は
応
募
者
の
負

担
と
し
、作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
の
個
人
情
報
は
、
許
可
な
く

第
三
者
に
開
示
・
提
供
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
受
賞
者
の
氏
名
は
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

８
．
応
募
・
問
合
せ
先

〒
７
４
２
‐
１
５
９
２

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
下
田
布
施

３
４
４
０
‐
１

　

田
布
施
町
役
場

　
　

企
画
財
政
課　

企
画
係

　
　
　
「
町
制
60
周
年
記
念
」係

☎
０
８
２
０
‐
52
‐
５
８
０
３

℻
０
８
２
０
‐
53
‐
０
１
４
０

E-m
ail

：kikakuzaisei@
tow

n.
tabuse.lg.jp

募
集
要
項

　

田
布
施
町
で
は
平
成
27
年
１
月
に
町
制
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
制
60
周
年
を
記
念
し
て
作
成
す
る
記
念
誌
や
、
今
後
開

催
す
る
記
念
事
業
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
『
ロ
ゴ
マ
ー

ク
』お
よ
び『
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
』を
募
集
し
ま
す
。

▲50周年記念誌
　（平成16年度発行）
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■
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
手
続
き

　

寄
附
金
申
込
書
を
町
役
場
企
画
財

政
課
ま
で
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
（
フ
ァ
イ
ル
添
付
）
な
ど
に
よ
り

お
送
り
く
だ
さ
い
。
寄
附
金
申
込
書

を
受
付
後
、
町
か
ら
寄
附
金
の
払
い

込
み
に
必
要
な
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
所
定
の
金
融
機
関
な
ど
で
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

■
寄
附
金
申
込
書

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
企
画
財

政
課
ま
で
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど

で
も
請
求
で
き
ま
す
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.tow

n.tabuse.lg.jp

・
企
画
財
政
課
Ｅ
メ
ー
ル

　

kikakuzaisei@
tow

n.tabuse.
lg.jp 　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
田
布
施
町
出
身
の
人
や
田
布
施
に
親
し
み

を
持
っ
て
く
だ
さ
る
人
な
ど
、『
が
ん
ば
れ
田
布
施
』
の
想
い
を
寄

附
金
と
い
う
か
た
ち
で
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
族
や
お
知
り
合
い
の
人
が
帰
省
さ
れ
た

と
き
な
ど
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課　

企
画
係　

☎
52
‐
５
８
０
３

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」の
呼
び
か
け
に
ご
協
力
を

　平成 25 年度にお寄せいただいた
ふるさと寄附金（21件4,085,000円）
は次のように活用しました。
○ 誰もが健康で安心して
　 暮らせるための福祉・保健事業
　（緊急医療情報キット配布事業
　　　　　　　　　　　20,000円）
○美しいまちづくりの推進事業
　（花の育苗事業395,000円）
○その他
　（図書資料等整備事業
　　　　　　　　　  3,670,000円）

■
記
念
品

　

今
年
度
よ
り
、
１
万
円
以
上
の
寄

附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
人
に
、

田
布
施
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
記
念
品

を
、
以
下
の
中
か
ら
１
点
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
産
品
か
ら
、
田
布
施
町
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ありがとう

　　　ございました

田布施町史 農家自慢のお米

羊羹セット ジャムセット
紫蘇ジュース
セット

記念品一覧

まちづくりアンケート調査

　　　　　　ご協力のお願い

　

町
で
は
平
成
23
年
４
月
に
「
第
５

次
田
布
施
町
総
合
計
画
」（
基
本
構

想
・
前
期
基
本
計
画
）を
策
定
し
、「
笑

顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

田
布
施
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
に
は
前
期
基
本
計
画
が

終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
調
査
は
、
引
き

続
き
「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み

よ
い
ま
ち
田
布
施
」
を
目
指
す
た
め

の
「
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
に
当

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
、
町
内
居
住
者
の
中
か
ら
、

１
５
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

10
月
末
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
皆
さ
ま

と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
目
的
、
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
率
直
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「笑顔と元気あふれる住みよいまち田布施」の

実現のため、意見をお寄せ下さい―

問
企
画
財
政
課　

企
画
係　

　
　
　

☎
52
‐
５
８
０
３



82014　10/10 号　

デザイン：石ノ森　章太郎

生涯学習のマスコット “ マナビィ ”
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　今年の６月 10 日に、公益財団山口県体育協会体育功労賞を受賞さ
れた部屋範夫さんに、アーチェリーの国際審判員になられた経緯や、
貴重な経験から感じられたことを、思いのままに語って頂きました。

　黄金大地 ～つながりの中で～

砂田自治会　部
へ や

屋　範
の り お

夫

　オリンピックの開会式のクライマックスは聖
火の入場と点火であろう。1964年の東京オリン
ピックでは晴れわたった青空の下、炎と白煙が
清々しいランニングスタイルの最終走者によって
スタンドの階段を上がってゆき、聖火台に点火さ
れたシーンが思い出される。1992年のバルセロ
ナオリンピックではアーチェリーの選手によって
矢につけられた聖火が減灯されたスタンドの夜の
空中を飛んで点火されるという演出であった。そ
のアーチェリーと私との出会いは25歳の時。高
校時代からお世話になっていた柳井市のスポーツ
店の社長さんからのお誘いをいただいてから競
技を始めた。しかし30歳で病気のため競技を断
念。国内審判員としてアーチェリーというスポー
ツに奉仕するというつながりを勧められ、アー
チェリーとの新たな
歴史が始まった。そ
のつながりの中で新
しい展開が起こり、
1994 年の広島アジ
ア大会を機に国際審
判員という役割が与
えられ、2012年のアーチェリーワールドカップ
ファイナルイン東京で引退するまで多くの体験、
出会いを経験することとなった。その間の奉仕の
中で多くの思い出があるが、世界中の国際審判員
があこがれるオリンピックへの奉仕、そして世界
選手権大会での審判長。この２つを体験できたこ
とは苦労と疲れを払拭してくれる力となった。多
くの自己犠牲を払うスポーツボランティアの審判
員の仕事には多くの楽しみもある。自分の関わる
スポーツの世界の超一流の選手達の磨き上げた技
術による競技を目の前で見れること、彼らの表
情、感情、ことばが飛び散ってくる距離で観察で
き、世界新記録達成や、金メダル戦の現場にも立

ち会えるのである。そんな思い出の中で忘れられ
ない場面は、アトランタパラリンピックでマッチ
に勝った日本人の選手が、悔しさで泣き出したイ
ギリス人の車イスの少女にいつまでも寄り添いス
ポーツ選手としての哀楽を分かち合っていた美し
い光景である。目の前の心温まるシーンにスポー
ツの原点を見た思いであった。人、文化、仕事を
研究し、与えられた知識や経験は今、智恵となっ
て自分に残っており、その喜びが私のひそかな勲
章である。そこで光る、そこを光らすという黄金
大地が日常の人のつながりの中から私に与えられ
たことに心から感謝したい。2020年の東京オリ
ンピックへは、前回の東京オリンピックの地方聖
火ランナーとして一緒に走った中学校の恩師と観
戦に行こうと約束をしている。
　夢の大地がつづいてゆく。

▲第16回アジア選手権大会に参加した部屋さん（右端）

▲シドニー五輪参加賞のメダル



9 広報たぶせNo.931

第169回

成人式実行委員会

委員長　岩谷美里

　

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
27
年
田
布
施

町
成
人
式
実
行
委
員
会
で
す
。

　

１
月
の
成
人
式
に
向
け
て
、
こ
の

夏
か
ら
活
動
し
始
め
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
当
日

の
会
場
準
備
を
始
め
、
記
念
行
事
の

企
画
、
ポ
ス
タ
ー
や
冊
子
の
作
成
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
第
１
回
目
の
集
ま

り
で
は
早
速
、
当
日
の
記
念
行
事
の

こ
と
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
楽

し
く
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

少
し
真
面
目
な
話
に
な
り
ま
す

が
、
20
歳
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
や
は
り『
責
任
』と

い
う
重
圧
が
今
ま
で
よ
り
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
今
回
の
成
人
式
で
は
、

支
え
て
も
ら
っ
て
き
た
人
や
環
境
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
そ
し

て
、
私
た
ち
の
成
長
し
た
立
派
な
姿

が
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
行
委
員

一
丸
と
な
っ
て
新
成
人
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
出

に
残
る
、
華
や
か
な
成
人
式
を
作
る

た
め
に
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
会
は
７
人
で
活

動
し
て
い
る
の
で
す
が
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
の
た
く
さ
ん
の
意
見

で
、
よ
り
良
い
成
人
式
を
作
っ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
、

一
緒
に
素
晴
ら
し
い
成
人
式
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
実
行
委
員
会
開
催
日

　

毎
月
１
回　

午
後
７
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
３

サークルスケッチ

成
人
式

◎
平
成
27
年
１
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～

◎
西
田
布
施
公
民
館

   

私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ

112

谷
　
一
夫

名
刺
の
要
ら
な
い
世
界

　

保
護
司

　

定
年
退
職
し
て
３
年
間
の
図
書
館
勤

務
。
こ
れ
を
終
え
、
今
は
名
刺
を
持
た

ざ
る
天
下
晴
れ
て
の
素
浪
人
で
あ
る
。

　
　

　

名
刺
の
不
必
要
な
１
つ
目
の
世
界
は

同
窓
会
で
あ
る
。
60
歳
の
半
ば（
緑
寿
）

の
集
ま
り
で
あ
る
。
幼
・
小
・
中
･
高

と
同
じ
学
舎
の
仲
間
も
い
て
、正
に「
竹

馬
の
友
」
で
あ
る
。
名
刺
な
ど
要
る
は

ず
も
な
い
。
全
て
昔
の「
太
郎
ち
ゃ
ん
・

花
子
ち
ゃ
ん
」の「
ち
ゃ
ん
」付
け
で
呼

び
合
っ
て
、
一
向
に
違
和
感
は
な
い
。

呼
び
捨
て
も
大
い
に
結
構
。
学
校
時
代

の
勉
強
の
出
来
不
出
来
も
既
に
遠
い
過

去
の
背
景
へ
と
沈
み
込
ん
で
い
る
。
そ

こ
に
は
、
共
に
生
き
抜
い
た
来
し
方
へ

の
懐
か
し
い
郷
愁
が
在
る
ば
か
り
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

功
成
り
名
遂
げ
た
者
も
、
裃
を
脱
ぎ

捨
て
、
肩
書
き
を
外
し
一
介
の
素
浪
人

と
し
て
近
況
を「
対
等
に
」語
り
合
う
こ

と
と
な
る
。
弾
む
話
は
、
一
病
息
災
の

持
病
や
飲
み
薬
、孫
や
ペ
ッ
ト
の
自
慢
、

趣
味
の
事
柄
な
ど
に
お
よ
び
尽
き
る
こ

と
が
無
い
。

　

２
つ
目
の
世
界
は
俳
句
の
世
界
、
殊

に「
句
会
」で
あ
る
。
俳
句
を
始
め
て

「
万
緑
（
俳
諧
の
結
社
）」
に
入
会
し
た
。

句
会
は
、
実
に
民
主
的
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

　

先
ず
は
持
ち
寄
っ
た
無
記
名
の
各
自

の
句（
短
冊
）を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
一
覧

表
に
清
記
す
る
。
次
に
選
句
。
高
得
点

句
か
ら
披
講（
解
釈
の
交
流
）が
始
ま
り

最
後
に
そ
の
句
の
作
者
が
名
前
を
明
か

す
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　

選
句
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
の
句
以

外
の
句
を
選
ぶ
こ
と
（
他
者
の
存
在
へ

の
敬
意
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
も

無
記
名
と
い
う
匿
名
性
が
一
貫
し
て
維

持
さ
れ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
肩
書
き

や
経
歴
･
句
歴
な
ど
が
入
る
余
地
は
一

切
無
い
。
ひ
た
す
ら
句
そ
の
も
の
の
魅

力
や
価
値
が
独
り
歩
き
す
る
厳
然
た
る

実
力
の
世
界
で
あ
る
。

　

句
作
り
は
孤
独
な
作
業
で
あ
る
が
、

句
会
は「
座
の
文
学
」で
あ
り
、
主
宰
も

初
心
者
も
全
く
同
じ
地
平
に
立
ち
、
俳

号
一
つ
で
お
互
い
を
親
し
く
呼
び
合
う

豊
か
な
縁
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。

「
迷
路
ゆ
く

　
　

児
ら
コ
ス
モ
ス
の

　
　
　
　
　
　

精
と
な
り
」
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★
和
風
と
ん
か
つ
★

豚
肉
の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
で
す
。
揚
げ
な
い
の
で
と
っ
て
も

ヘ
ル
シ
ー
♪
し
そ
の
風
味
と
梅
干
し
の
酸
味
が
マ
ッ
チ
し
た
、

食
欲
を
そ
そ
る
一
品
で
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

① 

梅
干
し
は
種
を
取
り
除
き
、
梅
肉
を
作
る
。
パ
ン
粉

は
袋
に
入
れ
て
手
で
も
み
、
細
か
く
し
て
お
く
。

② 

豚
肉
は
両
面
に
軽
く
塩
・
こ
し
ょ
う
を
し
て
、
梅
肉

を
片
面
に
薄
く
塗
り
、
青
じ
そ
を
の
せ
る
。

③ 

②
の
豚
肉
に
小
麦
粉
を
薄
く
ま
ぶ
し
て
水
で
濡
ら
し
、

①
の
パ
ン
粉
を
全
体
に
薄
く
つ
け
る
。
フ
ッ
素
樹
脂

加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
（
大
さ
じ
１
／
２
）

を
入
れ
、
青
じ
そ
を
の
せ
た
面
を
下
に
し
て
中
火
で

じ
っ
く
り
と
揚
げ
焼
き
に
し
、
裏
返
し
て
サ
ラ
ダ
油

（
大
さ
じ
１
／
２
）
を
足
し
て
、
こ
ん
が
り
と
し
た
焼

き
色
が
つ
く
ま
で
焼
く
。

④ 

豚
肉
は
食
べ
や
す
く
切
っ
て
器
に
盛
り
、
せ
ん
切
り

に
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
、プ
チ
ト
マ
ト
、パ
セ
リ
を
添
え
る
。

１人分の栄養価

エネルギー…247kcal
たんぱく質…14.4g　脂質…18.5g
カルシウム…19mg　塩分…1.6g

材
料
（
４
人
分
）

2014　10/10 号　

豚ロース肉　　　（4枚）320g

梅干し　　　　　  （2個）20g

青じそ　　　　　　（8枚）8g

塩　　　　　　　小さじ1/4

こしょう　　　　小さじ1/2

小麦粉　　　　　　小さじ２

パン粉　　　　　　大さじ２

サラダ油　　　　　大さじ１

キャベツ　　　　　　　60g

プチトマト　　　　　　４個

パセリ　　　　　　　　少々

問保健センター　　☎ 52 ‐ ４９９９

○式典・表彰　午前10時～

○講演会　午前11時～

　「楽しく食べて☆カロリーダウン」

　　講師　シニア野菜ソムリエ　有吉明美

○参加型イベント（要申込み）

　　　※保健センターへお申し込みください

　「リズムに合わせて親子体操」　午後１時～

　「体を動かして糖尿病と転倒予防」　午後１時45分～

　　講師　周東総合病院　理学療法士　溝口桂

◇日時　11月16日（日）　午前10時～午後３時

◇場所　アクティブやない・バタフライアリーナ

◇テーマ　糖尿病予防

◇参加無料

ステージイベント

健康づくりのコーナー

　●各種測定

　　（血糖値、骨密度、肺年齢など）

　●各種相談（糖尿病、皮膚病）

８０２０運動（歯の健康コーナー）

　●生活歯援プログラム体験

　●口臭チェック

　●「8020」表彰入賞作品展示

食事に関する展示

　●食事バランスチェック

　●「減塩みそ汁」

　　「かえりのごまめ風」の試食

子供が楽しめるキッズコーナー

　●キャラクター色ぬり

　●オリジナル缶バッチつくり

　●パネルシアター・手遊び

ヘルシー弁当・菓子販売コーナー

相談＆体験＆展示コーナー
　　午前 10 時～午後３時

　たぶせいきいき健康スタンプラリーは「田布施町健康増進計画」に基づき、健康づくり活動に積極的に

参加し、その活動を継続することで、町民一人ひとりの計画が促進され、活力ある町づくりを目的とし

ています。

　やまぐち元気フェアは、健康づくり事業の対象事業です。柳井健康福祉センター管内市町コーナーに

てスタンプを配付します。ぜひご参加ください。

　シールラリーもあるよ！

ステージイベントや各体験

コーナーに参加して景品を手

　に入れよう。

Ⓒ山口県

「やまぐち元気フェア in 柳井」  に行こう！



11 広報たぶせNo.931

友弘さん、JOC ３位入賞
　９月３日（水）、城南小学校５年友弘亜樹さんが、
第37回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏
季水泳競技大会で好成績を収め、町長に報告しま
した。
　友弘さんはこの大会で、10歳以下女子50mバタ
フライ３位、10歳以下女子50m平泳ぎ10位の成
績を収めました。「バタフライでは２位との差が
0.07秒で悔しかった。」と語り、今後更なる好成
績を目指すと抱負を述べていました。

　９月13日（土）、75歳以上の人を招いて行われ
る敬老会が、町内８会場で開催されました。
　今年の対象者2,387人のうち576人が各会場に
出席され、長寿を祝いました。
　各会場では、式典に引き続いて地元のみなさん
の趣向を凝らした余興が催され、出席者は楽しい
時間を過ごしていました。

敬老会が開催されました

麻郷小で「グローインキャンプ」
　８月23日（土）、24日（日）に麻郷小学校で「第
５回グローインキャンプ」が行われました。
　このキャンプは、子どもたちに野外活動を通じ
て、仲間との協力・創意工夫・危険予知などの考
える力を学んでもらおうと「麻郷小学校おやじの
会」の主催により開催されたものです。
　参加した子どもたちは、班の仲間と協力して野
外炊飯に取り組んでいました。

生涯学習芸能発表会
　９月７日（日）、西田布施公民館で「平成26年度
田布施町生涯学習芸能発表会」が開催されました。
　大正琴や歌謡、吟詠、フラダンスなど様々な種
類の発表が行われました。
　参加者は日頃の練習の成果を十分発揮するた
め、とても真剣な眼差しでした。

Town News
Tabuse

麻郷小学校会場での敬老会
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俳
句
・
短
歌

ふ

る

さ

と

の

親と

も友

は　

青

春

の

た

ま

て

箱

耳

寄

り

な

話

に　

か

き

氷

崩

れ

る

孤

独

と　

背

中

合

わ

せ

に

あ

る

自

由

今

日

も　

一

人

の

洗

濯

機

を

廻

す

照
っ
た
り
曇
っ
た
り　

老
い
の
歩
幅
で
今
日
を
仕
舞
う

　
　
　
　

短
歌

透
き
と
ほ
る
羽
根
を
ふ
る
は
せ
ゐ
る
蝉
を

　
　
　
　

深
き
み
ど
り
の
木
陰
に
移
す	

岡
本
ま
さ
子

銀ぎ
ん
ね
ず鼠

の
し
ぶ
き
跳
ね
つ
つ
雨
足
が

　
　
　
　

島
の
間
を
ぬ
け
て
近
ず
く	

吉
村　

京
子

ひ
と
振
り
に
赤
玉
飛
び
出
し
福
引
き
の

　
　
　
　

半
被
の
ね
え
ち
ゃ
ん
鐘
ふ
り
翳か

ざ

す	

城　
　

恭
子

夏
草
の
あ
は
い
に
伸
び
る
水
引
き
の

　
　
　
　

花
茎
の
尖さ

き

に
秋
を
育
む	

加
賀
谷
由
紀
子

細
り
ゆ
く
声
に
か
さ
な
り
重
な
り
て

　
　
　
　

日
暮
れ
忙
し
き
ひ
ぐ
ら
し
の
声	

熊
谷　

玲
子

小
藤　

淳
子

田
村　

節
子

原　

た
ま
え

藤
重
世
志
枝

中
谷
み
さ
を

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『どんぐりむらの
ほんやさん』

なかや みわ 作

　

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ほ
ん
や
さ
ん
に
は

ス
テ
キ
な
本
が
い
っ
ぱ
い
！
日
曜
日
に

は
「
お
は
な
し
会
」
が
開
か
れ
て
い
て

…
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
10 月の休館日

す
す
め
！
き
ゅ
う
じ
ょ
た
い

	

鈴
木
ま
も
る

じ
ゃ
が
い
も
じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
さ
つ
ま
い
も	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
ヒ
デ
子

よ
う
か
い
ガ
マ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
な
が
こ
う
た
く

と
っ
く
ん
ト
ラ
ッ
ク
も
り
へ
ぶ
ぶ
ー	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
む
ら
か
ず
お

ラ
イ
オ
ン
の
ひ
み
つ	

池
田
菜
津
美

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
た
ん
て
い
だ
ん	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉　

幸
子

　

時
は
元
禄
、
東
北
の
山
間
の
仁
谷
村

が
一
夜
に
し
て
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。

隣
り
合
う
二
藩
の
因
縁
、
奇
異
な
風
土

病
を
巡
る
騒
動
…
。
交
錯
す
る
北
の

人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
結
集
し
、

〝
災
い
〟に
立
ち
向
か
う
。

定
年
に
備
え
る
お
金
の
教
科
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
尻　

哲
史

お
ゆ
う
ぎ
会
の
か
わ
い
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

肥
満
の
サ
イ
エ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス

ど
ん
ぐ
り
の
呼
び
名
事
典	

宮
國　

晋
一

孤
独
の
力	

五
木　

寛
之

本
物
に
は
愛
が
。	

黒
柳　

徹
子

緋
の
天
空	

葉
室　
　

麟

神
の
子（
上
・
下
）	

薬
丸　
　

岳

ラ
ス
ト
レ
タ
ー	

さ
だ
ま
さ
し

ね
じ
ま
き
片
想
い	

柚
木　

麻
子

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

10
月
25
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

 『荒神』
   宮部 みゆき 著

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

野
分
中
コ
ン
ビ
ニ
の
灯
の
煌
煌
と	

西
方　

一
恵

散
り
し
も
の
集
め
て
焚
け
り
野
分
あ
と	

曽
我　

欣
行

水
音
を
隠
し
て
咲
く
や
葛
の
花	

松
根
千
代
子

訪
ふ
人
の
絶
え
し
碑
葛
の
花	

田
村　

文
代

風
か
す
か
白
き
葉
裏
や
葛
の
花	

播
磨　

春
枝

葛
の
花
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
越
へ
て
来
し	

岡　
　

倫
子

	

2014　10/10 号　

毎週月曜日、祝日、祝日振替14日(火)、
月末整理31日(金)



５ 日　（水）ふれあいタッチング
                        ※限定 10 組
10 日　千歳飴袋作り
17 日　身体測定

４ 日　千歳飴袋作り
11 日　おにぎりギュッ！
18 日　制作遊び
25 日　身体測定
28 日　（金）調理実習※限定 10 組

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【11 月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

６ 日　千歳飴袋作り
13 日　おにぎりギュッ！
20 日　制作遊び
27 日　身体測定

13

月～金曜日
（昼休み

土曜日

19 日（水）　誕生会

★全員対象

  26 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ）

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

７日（金）　孫サロン

広報たぶせNo.931

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎２３- ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
８
／
21
～
９
／
20
受
付
分
）

◎施設開放

《子育ての名脇役、孫育ての
みなさんを応援しています》

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２

＊ 

香
典
返
し

尾
津
東　

松
葉　

透
（
母
）
ミ
ド
リ

長　

合　

堀
江
明
子

　
　
　
　
　
　
　

  （
父
）
山
田
滿
彦

瓜　

迫　

末
岡
明
廣
（
母
）
ラ
ク
ヱ

本　

町　

平
野
文
子
（
夫
）
芳
雄

中　

郷　

井
堀
隆
宏
（
母
）
サ
チ
子

祇　

園　

今
井
和
子
（
夫
）
博
之

八　

海　

野
地
京
子
（
母
）
千
代
子

大
波
野
中　

清
水　

豊
（
母
）
敏
子

岩
国
市　

竹
田
哲
也
（
母
）
都
志
子

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼
と
し
て

名　

倉　

佐
々
木
慎
二

＊ 

雑
巾
１
２
０
枚

み
ど
り
の
会

＊ 

車
椅
子
２
台

蓮　

輪　

倉　

克
佳

全国地域安全運動に

　　　　参加しよう

　「全国地域安全運動」は、安全で安心な地域社会
を実現するため、防犯協会をはじめ地域の安全に
資する関係機関・団体と警察が地域住民の皆さん
とともに期間を定め、全国一斉に様々な取組みを
実施しようという運動です。期間中には、各地で
警察や防犯ボランティアの方々が中心となり、
○子供と女性の犯罪被害防止
○振り込め詐欺等特殊詐欺の被害防止　
○自転車盗の防止

○侵入盗の防止
などに向けたキャンペーンやイベントが開催され
ます。
　この機会に犯罪に遭わないための対策につい
て、ご家族で話し合ってみましょう。
　また、全県規模のイベントが開催されますので、
皆さんお誘い合わせの上、是非ご参加ください。

「犯罪のないまちづくり県民大会」
日時：10月17日（金）  午後１時30分～午後４時
場所：山陽小野田市文化会館
　　　（山陽小野田市大字郡1754番地）

０１２
たぶせ

　10 月 11 日（土）～ 10 月 20 日（月）の 10 日間
　　～みんなでつくろう　安心やまぐち～

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

　

電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

☎
51
‐
４
０
１
１
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は
・
・
・

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

ゴ
ミ
も
消
費
資
源
も
減
ら
し
、
物

を
大
切
に
す
る

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　

く
り
か
え
し
使
う

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る

３
Ｒ
を
考
え
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

○
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

の
削
減

○
空
き
缶
・
ビ
ン
・
牛
乳
パ
ッ
ク
、

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古

布
は
資
源
回
収
へ

○
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
利
用
す
る

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

10
月
は３

Ｒ
推
進
月
間

お知らせ
知

お知らせ
知
１
歳
６
か
月
児

健
康
診
査

◇
日
時　

11
月
６
日（
木
）

　
（
受
付
時
間
）

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

平
成
25
年
２
月
７
日
か

ら
平
成
25
年
５
月
５
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
す
る
と
、
高
熱
や
全
身
の
倦
怠
感

な
ど
の
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
肺

炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
次
の
対
象
者
に
予

防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
て
、

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

◇
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
に
よ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
身
体

障
害
者
１
級
程
度
の
障
害
の
あ
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
診

断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
保

健
セ
ン
タ
ー
に
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

◇
実
施
時
期

　

平
成
26
年
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日

◇
自
己
負
担
額　

１
３
０
０
円

（
た
だ
し
、
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
の
人
は
無
料
で
す
。
接

種
時
に「
診
療
依
頼
書
」を
医
療
機

関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
品　

生
年
月
日
が
わ
か
る
も

の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
健
康

手
帳
を
必
ず
医
療
機
関
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
開
始

お知らせ
知

※
健
康
手
帳
が
な
い
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
場
所　

委
託
医
療
機
関

※
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

薬
物
お
よ
び
銃
器

　
　

取
締
強
化
期
間

お知らせ
知

　

税
関
で
は
、
10
月
１
日（
水
）～
10

月
31
日（
金
）を「
薬
物
お
よ
び
銃
器

取
締
強
化
期
間
」
と
し
て
、
不
正
薬

物（
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
）や
社
会

悪
物
品（
け
ん
銃
な
ど
）の
水
際
取
締

強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
連
絡
・
問
合
せ
先

・
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

・
徳
山
税
関
支
署　

平
生
出
張
所　

　

☎
０
８
２
０
‐
56
‐
３
０
７
６

相  談
相

◇
日
時　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
場
所

　

商
工
会
館
サ
リ
ジ
エ

◇
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
建
設

業
・
産
業
廃
棄
物
・
農
地
転
用
・

開
発
許
可
な
ど
の
行
政
へ
の
許
可

申
請
関
係
な
ど

◇
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

◇
問
合
せ
先　

山
口
県
行
政
書
士
会

　

担
当
：
桑
原

　

☎
52
‐
５
５
２
４

行
政
書
士
無
料
相
談
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ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
（
追
加
募
集
）

お知らせ
知

　

田
布
施
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成

金
事
業
の
追
加
募
集
を
し
ま
す
。

■
対
象
団
体

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
団
体

◇
町
内
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠

点
を
置
き
、
主
に
町
内
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
構
成
員
が
５
人
以
上

の
団
体

◇
組
織
の
運
営
に
関
す
る
会
則
な
ど

が
あ
り
、
継
続
的
に
活
動
を
し
て

い
る
、
ま
た
は
活
動
す
る
計
画
の

あ
る
団
体

■
助
成
対
象
事
業

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

で
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
地
域

力
の
育
成
に
貢
献
す
る
公
益
的
な

事
業

◇
健
康
・
福
祉
・
医
療
の
増
進
を
図

る
事
業

◇
学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
事
業

◇
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事
業

◇
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

◇
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
を
図
る
事
業

◇
国
際
交
流
、
地
域
間
交
流
の
推
進

◇
町
特
産
品
の
開
発
な
ど
の
推
進

■
助
成
金
額
な
ど

◇
初
期
活
動
支
援
助
成
金

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
新
し
く

取
り
組
み
を
始
め
る
公
益
的
な
事

業
の
支
援

・
助
成
金
額

　

助
成
対
象
経
費
の
10
／
10
以
内

・
助
成
限
度
額　

５
万
円
以
内

・
助
成
期
間　

原
則
と
し
て
１
年

◇
継
続
活
動
支
援
助
成
金

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
継
続
（
同
一

事
業
に
つ
い
て
３
年
）
し
、
発
展

的
に
拡
大
し
て
行
う
事
業
の
支
援

・
助
成
金
額

　

助
成
対
象
経
費
の
10
／
10
以
内

・
助
成
限
度
額

　

10
万
円
以
内
（
１
年
当
た
り
）

・
助
成
期
間　

原
則
と
し
て
３
年

※
申
請
年
度
の
事
業
費
が
５
万
円
以

上
の
事
業
が
対
象
で
す
。

■
助
成
金
の
申
請

11
月
28
日（
金
）ま
で
に
企
画
財
政

課
に
申
請
書
を
提
出
す
る

※
申
請
書
は
企
画
財
政
課
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
交
付
決
定　

書
類
審
査
の
上
、
結

果
を
12
月
中
旬
に
通
知

■
問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課　

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

新
酒
で
き
ま
し
た
。

2014

　

10
月
１
日（
水
）、
Ｊ
Ａ
南
す
お
う

麻
郷
支
所
横
で
、
平
成
26
年
度
産
い

ち
じ
く
ワ
イ
ン
販
売
開
始
に
伴
う
新

酒
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
田
布
施
町
産
い
ち
じ

く
を
使
用
し
た
パ
ン
や
ジ
ャ
ム
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
加
工
品
の

試
食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
は
、
い
ち
じ
く
の
風

味
た
っ
ぷ
り
の
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー

ス
、
パ
ン
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

い
ち
じ
く
ワ
イ
ン
は
田
布
施
町
お

よ
び
近
隣
市
町
の
酒
販
店
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
希
望
小
売
価
格
は

１
２
３
４
円（
消
費
税
込
）で
す
。
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や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
同
士
で
秋
の
収
穫

の
喜
び
を
感
じ
た
り
、
楽
し
い
ふ
れ

あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

※
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は
翌
日

に
順
延

◇
場
所　

余
田
駐
在
所
北
側

　
　
　
　
　
　
　
　
（
駐
車
場
有
）

◇
定
員　

30
組
（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

２
０
０
円

芋 

ほ 

り 

交 

流 

会

催  し
催

募  集
募
自  

衛  

官  

募  

集

◇
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◇
試
験
日　

11
月
３
日（
月
）

◇
受
付
期
限　

10
月
22
日（
水
）

◇
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

税
に
関
す
る
相
談
の

予
約
に
つ
い
て

相  談
相

　

税
務
署
で
は
、
譲
渡
所
得
、
相
続

税
、
贈
与
税
に
関
す
る
個
別
相
談
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
相
談
日
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
の
相
談

日
時
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
税
金
の
相
談
や

申
告
、納
付
の
相
談
で
お
越
し
の
際
は
、

事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
相
談
日
時

　

10
月
16
日（
木
）、11
月
６
日（
木
）・

20
日（
木
）、
12
月
４
日（
木
）・
18

日（
木
）

　

各
日
午
後
１
時
～
午
後
４
時

◇
問
合
せ
先　

光
税
務
署

　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　平成26年９月30日の伊場恭子教育
委員の任期満了による退任により、　
谷  一夫氏（瀬戸自治会）が10月１日付
けで新教育委員に任命されました。
　任期は平成26年10月１日から平成
30年９月30日までです。

教育委員に 谷　一夫氏

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

お知らせ
知

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
交
通
事

故
、
労
働
災
害
の
事
故
、
不
慮
の
事

故
や
病
気
な
ど
の
死
亡
、
障
害
、
入

院
な
ど
を
保
障
。
火
災
・
風
水
害
で

の
住
宅
災
害
見
舞
金
。
結
婚
、出
産
、

銀
婚
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝
い
金

も
給
付
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
、

人
間
ド
ッ
グ
・
脳
ド
ッ
グ
受
診
料
、

国
家
資
格
試
験
な
ど
の
受
験
料
の
助

成
も
あ
り
ま
す
。

◇
対
象

　

県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
満

15
歳
か
ら
71
歳
ま
で
の
、
契
約
発

効
日
の
前
日
に
健
康
な
人

※
子
ど
も
は
０
歳
か
ら
満
25
歳
未
満

ま
で

◇
掛
金

　
（
月
掛
け
）

　

１
型　

４
５
０
円

　

２
型　

９
０
０
円

　

３
型　

１
５
０
０
円

　

４
型　

２
０
０
０
円

　

高
齢
者
型　

４
５
０
円

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
型　

５
０
０
円

◇
問
合
せ
先

　

経
済
課　

商
工
水
産
係

　

☎
52
‐
５
８
０
５

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
動
か
し
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
会
場　

県
立
山
口
図
書
館

◇
定
員　

20
人

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

ロ 

ボ 

ッ 

ト 

教 

室

催  し
催

◇
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社
会

お
よ
び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適

性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

◇
入
隊
時
期

　

平
成
27
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

◇
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
22
‐
８
１
９
９

◇
申
込
締
切　

10
月
24
日
（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
23
‐
０
６
６
８

年
齢
（
学
年
）、
保
護
者
氏
名
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申

込
も
可
能
で
す
。
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

◇
申
込
締
切　

10
月
16
日
（
木
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
５
３
‐
０
０
７
３

　

山
口
市
春
日
町
８
‐
２

　
　

県
立
山
口
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
：
漁
）

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４

お知らせ
知



17 広報たぶせNo.931

田布施町郷土館企画展

写真に見る
岸宰相と故

ふるさと

郷田布施
　岸信介宰相が、故

ふるさと

郷田布施にお帰
りになったときの写真などを見なが
ら、故郷が生んだ偉大な政治家への
思いを馳せてください。

◇期　間　
　11 月１日（土）～

11 月 30 日（日）
◇時　間　
　午前９時～午後４時30分
◇休館日　月曜日、祝日
◇入場料　無料　※駐車場あり

◇場所・問合せ先
　田布施町郷土館　
　☎52 ‐ ２６２０

「
島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座
」　

　
　
　
　
　
　
　

商
船
祭
セ
ミ
ナ
ー

　「
こ
ど
も
達
の
楽
し
い
科
学
ス
ペ
ー

ス
」
の
ご
案
内
で
す
。

◇
日
時

　

11
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
会
場

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
体
育
館

◇
対
象
者

　

小
・
中
学
生
と
保
護
者
、
関
係
者

◇
内
容　

　

子
ど
も
た
ち
が
実
験
・
工
作
な
ど

催  し
催
こ
ど
も
達
の
楽
し
い

科
学
ス
ペ
ー
ス

に
取
り
組
み
、
体
験
を
通
し
て
発

明
や
工
夫
へ
の
興
味
を
高
め
、
考

え
る
力
、
創
造
す
る
力
を
醸
成
す

る
。

◇
参
加
料　

無
料

※
一
部
に
参
加
料
や
材
料
費
が
有
料

　

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

◇
実
施
内
容
（
予
定
）

　
「
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
に
挑

戦
！
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
」、「
熱
で

進
む
よ
！
ポ
ン
ポ
ン
船
」、「
水
素

と
酸
素
で
電
気
を
つ
く
る
！
燃
料

電
池
の
展
示
」、「
最
強
は
誰
だ
！

動
物
将
棋
大
会
」、「
遠
く
に
飛
ば

そ
う
！
手
作
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
」、「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
応

用
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
作
成
」、「
高

専
ロ
ボ
コ
ン
出
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
」、「
大
島
商
船
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ

　

田
布
施
農
高
大
島
分
校
跡
地
（
大

島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば
）
の
利
用
者
が
中

心
と
な
っ
て
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
と

元
気
の
場
を
創
ろ
う
と
企
画
し
ま
し

た
。

◇
日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
場
所　

大
島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば

　
（
周
防
大
島
町
小
松
91
‐
４
）

◇
内
容　

農
水
産
物
お
よ
び
加
工

品
・
飲
食
品
・
雑
貨
な
ど
の
販
売
、

健
康
相
談
、
た
こ
づ
く
り
、
お
も

ち
ゃ
修
理
、
故
郷
学
習
、
バ
ザ
ー
、

ロ
ボ
ッ
ト
展
示
、
ゲ
ー
ム
他

◇
主
催　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
、
お
げ
ん
き
ハ
グ
ニ
テ
ィ
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
周
防
大
島

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
ん
太
の
会
、

エ
ジ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
、
周
防
大
島
元

気
村

※
協
賛
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
島

ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
問
合
せ

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
０
‐
74
‐
４
８
７
７

催  し
催
大
島
夢
さ
く
ひ
ろ
ば

祭
り

Ｆ
Ｅ
」
な
ど

※
当
日
は
商
船
祭
も
開
催
さ
れ
て
お

　

り
、
見
学
で
き
ま
す
。

◇
島
ス
ク
エ
ア

　
　
　
　

次
世
代
育
成
講
座
と
は
…

　

子
ど
も
達
に
、
大
島
商
船
高
等
専

門
学
校
の
科
学
技
術
や
施
設
・
設

備
を
活
用
し
て
、「
考
え
る
力
」、

「
創
造
す
る
力
」
の
醸
成
を
支
援

す
る
た
め
に
行
う
出
前
授
業
や
公

開
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
の
愛
称

で
す
。

◇
主
催　

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　
　

島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座

◇
問
合
せ
先

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
連
携
係

　

島
ス
ク
エ
ア
次
世
代
育
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
係

　

☎
０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
２
４

　

E-m
ail

：srenkei@
oshim

a-k.

　

ac.jp

◇
日
時　

　

10
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）　　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
た
だ
し
26
日
は
午
後
３
時
ま
で

◇
場
所　

中
央
公
民
館

◇
出
展
品
目

・
俳
句
、
書
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

陶
芸
な
ど

◇
主
催

　

田
布
施
町
文
化
協
会

◇
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
３

田
布
施
町
文
化
展

催  し
催

◇
日
時　

11
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
決
行

◇
場
所

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
問
合
せ
先

　

消
防
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
光
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課
内
）

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
申
込
み

　

含
む

消 

防 

ま 

つ 

り

催  し
催
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　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.931

平
成
26
年

10
月
10
日

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

第３回 うましま 夕日ツアー

※白黒写真では伝わらない美しさがそこにはあります。

日時：10 月 25 日（土）　午後４時～
　　　※天候不良の場合、26 日（日）開催

場所：のんびらんど うましま

参加費：大人 1,000 円　小学生 600 円
　　　　（バーベキュー・帰りの渡船代含む）

参加受付中！

　10 月 18 日（土）まで

　※定員 50 人

◆ハワイアンバンド

　上西しんじ＆ケアリイモク・ハワイ

◆サンセットフラ　アロハ  オハナ

◆夕やけバーベキュー

◆写真コンテスト

往きは自由です（片道 160 円）

お問い合わせは事務局へ

☎55 ‐ ５４０２

　麻里府地域防災会が、町営麻里府住宅隣接地
に、災害時に避難所などで使用する投光器や炊
き出し用かまどなどの防災資機材を整備しまし
た。これは（財）自治総合センターの宝くじ収益
金で行われるコミュニティ助成事業で整備され
たもので、今後、麻里府地域の防災力向上のた
め積極的に活用されます。

宝くじ助成事業 で
　　　防災資機材 を整備しました

　　　　　　　　　　　　  麻里府地域防災会

人口と世帯 人口	 15,913  人

  男	 7,564  人 
  女	 8,349  人 
世帯	 6,999 世帯

（増減 － 3 人）（９月１日現在）

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　滞納が続くと、納期から本税（料）納付までの経過日数に
応じて延滞金が加算されます。督促手数料や延滞金を含めて
完納とならない場合滞納処分を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できない事情のある人など
の、納付に関する相談もお受けします。

10 月・11 月
休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　10 月 26 日（日）   11 月 30 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　10 月 31 日（金）   11 月 28 日（金）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課	 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課	 ☎５２- ５８０９
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課	 ☎５２- ５８１０
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課	 ☎５２- ５８０７
　下水道受益者負担金…建　設　課	 ☎５２- ５８１７

○町県民税　　　　　　　　　　（３期）
○国民健康保険税・介護保険料　（４期）
○後期高齢者医療保険料　　　　（４期）

今月の
納期


